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①

②

③

い
よ
い
よ
新
美
南
吉
生

誕
百
十
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
は
イ

ベ
ン
ト
や
企
画
展
に
一
層
力
を

入
れ
て
、
記
念
の
年
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
、一
月
四
日
（
水
）

に
「
新
美
南
吉
生
誕
百
十
年
開

幕
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
記

念
館
は
こ
の
日
が
年
始
初
め
て

の
開
館
で
、
昨
年
十
一
月
七
日

（
月
）か
ら
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
に
伴
い
臨
時
休
館
し

て
い
た
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
館

内
が
華
や
い
だ
空
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
行
わ
れ
た
開
幕

祭
式
典
で
は
、
ま
ず
、
南
吉
童

話
「
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
生
け
花
を
披

露
し
ま
し
た
。
こ
の
生
け
花
は

石
田
流
の
近
藤
貴
翠
さ
ん
に
よ

る
作
で
す
。
そ
れ
か
ら
南
吉
の

詩
「
泉
」
を
、
南
吉
童
話
お
話

の
会
〝
で
ん
で
ん
む
し
〟
の
榊

原
友
恵
さ
ん
に
朗
読
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
誕
百
十
年
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〝
さ
あ

こ
の
泉
を
汲
ん
で
く
れ
〟
は
こ

の
詩
か
ら
採
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
お
正
月
ら
し
く
、
板
山
万

歳
保
存
会
に
門
付
万
歳
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、
鏡
開
き
も
し

て
、
生
誕
百
十
年
の
始
ま
り
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
ほ
か
に
も
、
け
ん

玉
や
こ
ま
遊
び
が
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
、
南
吉

童
話
の
紙
芝
居
を
上
演
し
た
り

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
中
で
も
大
道
芸
兄
弟

〝
と
に
～
ず
〟に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
圧
巻
で
、
会
場
と

な
っ
た
会
議
室
が
観
客
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

生
誕
百
十
年
特
設
ペ
ー
ジ
に

て
、
今
後
の
年

間
カ
レ
ン
ダ
ー

を
公
開
中
で
す
。

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
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新
美
南
吉
生
誕
百
十
年
を
記
念
し
て
、
常
設
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
行
い
、
一
月
四
日
（
水
）
か
ら
公
開
し
ま
し
た
。

第
34
回
新
美
南
吉
童
話
賞　

受
賞
者
決
定

第
34
回
新
美
南
吉
童
話
賞　

受
賞
者
決
定

　

今
回
の
童
話
賞
で
は
、
令
和

四
年
六
月
一
日
（
水
）
～
九
月

十
日
（
土
）
ま
で
に
一
八
四
一

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査

を
経
て
、
伊い

東と
う

葎り
つ

花か

さ
ん
の
作

品
「
き
つ
ね
の
母
さ
ん
」
が
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
時
に
新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ

部
門
大
賞
に
も
選
ば
れ
、
本
童

話
賞
で
初
と
な
る
ダ
ブ
ル
受
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

全
体
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
の
通
り
で
す
。

　
　
　

＊

最
優
秀
賞
・
新
美
南
吉
オ
マ
ー

ジ
ュ
部
門
大
賞

「
き
つ
ね
の
母
さ
ん
」

伊
東
葎
花
（
茨
城
県
稲
敷
郡
）

自
由
創
作
部
門

【
一
般
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
愛
知
県
知
事
賞
〉

「
チ
ョ
ウ
チ
ン
ア
ン
コ
ウ
の

お
話
会
」

亀か
め
も
と本

菜な

な々
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

〈
半
田
市
長
賞
〉

「
あ
と
の
半
分
」

有あ
る

賀が

佐さ

ち

こ
知
子（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

▽
特
別
賞

〈
ミ
ツ
カ
ン
賞
〉

「
妖
怪
屋
と
シ
ル
バ
ー
カ
ー
」

杉す
ぎ

野の

篤あ
つ

志し

（
石
川
県
鹿
島
郡
）

〈
知
多
信
用
金
庫
賞
〉

「
子
ど
も
旅
行
代
理
店
」

桃も
も

野の

種た
ね

（
愛
知
県
一
宮
市
）

〈
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

株
式
会
社
賞
〉

「
ト
ト
ム
と
ロ
ロ
ン
」

か
も
め
（
千
葉
県
成
田
市
）

▽
佳
作

「
消
し
ゴ
ム
の　

の
・
ろ
・
い
!?
」

上う
え

木き

千ち

尋ひ
ろ

（
福
井
県
越
前
市
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
公
益
社
団
法
人
半
田
青
年
会

議
所
賞
〉

「
お
お
か
み
の
遠
吠
え
」

金か
ね

田だ

章あ
き
ま
さ正

（
東
京
都
葛
飾
区
）

▽
特
別
賞

〈
半
田
信
用
金
庫
賞
〉

「
路
面
電
車
と
金
平
糖
」

荻お
ぎ

野の

寿す

ず

ほ
々
帆
（
大
阪
府
堺
市
）

▽
佳
作

「
梅
の
木
夜や

行ぎ
ょ
う」

西に
し

尾お

咲さ
や

香か

（
愛
知
県
知
多
市
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
審
査
員
奨
励
賞
〉

「
ほ
ん
の
少
し
の
勇
気
」

小こ
ば
や
し林

彩あ

の野（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

▽
佳
作

「
ひ
み
つ
基
地
の
再
開
発
」

高た
か
や
ま山

莉り

ほ歩
（
群
馬
県
吾
妻
郡
）

「
星
空
の
ぼ
う
け
ん
」

辻つ
じ

心こ

春は
る

（
愛
知
県
半
田
市
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
中
日
新
聞
社
賞
〉

「
知
ら
ん
ぺ
っ
た
ん
、ご
り
ら
！
」

田た

中な
か

玲れ

な奈
（
東
京
都
日
野
市
）

▽
佳
作

「
ゆ
め
の
中
の
か
ん
字
テ
ス
ト
」

小こ

菅す
げ

元も
と
た
か貴

（
愛
知
県
瀬
戸
市
）

新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門

▽
優
秀
賞

〈
半
田
市
議
会
議
長
賞
〉

「
駄
菓
子
屋
さ
ん
の
手
袋
銀
行
」

さ
い
だ
・
と
し
ひ
ろ
（
三
重
県

桑
名
市
）

▽
特
別
賞

〈
新
美
南
吉
顕
彰
会
賞
〉

「
雪
ど
け
」

伊い

な奈
里り

ま

り
万
里（
埼
玉
県
熊
谷
市
）

　
　
　

＊

　

最
優
秀
賞
作
品
は
南
吉
記
念

館
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
美
南
吉
記
念
館
の
常
設
展

示
は
、
平
成
六
年
の
開
館
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多

く
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

デ
ザ
イ
ン
と
と
も
に
内
容
も
大

き
く
刷
新
し
ま
し
た
。
全
体
的

に
木
目
調
で
、
明
る
い
雰
囲
気

に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
変
わ
っ
た
の
が
、
入
り

口
に
新
設
し
た「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

コ
ー
ナ
ー
で
す
（
下
写
真
）。

こ
れ
ま
で
も
作
中
に
出
て
く
る

道
具
を
実
物
で
紹
介
し
て
い
ま

し
た
が
、
木
魚
・
鉦か

ね

・
裃

か
み
し
もな

ど

を
新
た
に
出
し
、
一
か
所
に
ま

と
め
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
も
「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
に
特
化
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

所
に
「
こ
ど
も
む
け
か
い
せ

つ
」
を
つ
け
ま
し
た
。
南
吉
の

生
涯
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

て
い
ま
す
。
他
に
も
、
展
示
パ

ネ
ル
を
英
語
と
中
国
語
に
翻
訳

し
、
パ
ネ
ル
に
掲
げ
ら
れ
た
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
読
め
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

展
示
ケ
ー
ス
の
中
に
つ
い
て

も
、
新
資
料
と
し
て
、
童
謡
同

人
誌
『
チ
チ
ノ
キ
』
か
ら
、
南

吉
の
同
人
評
「
紙
上
ハ
イ
キ
ン

グ
」
が
掲
載
さ
れ
た
号
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
室
内
の
ビ
デ
オ

シ
ア
タ
ー
に
て
、
ス
ト
ッ
プ

モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
ご
ん
／GO

N
,TH

E LITTLE 
FO

X

」
の
定
時
上
映
も
始
め
ま

し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
展

示
と
合
わ
せ
て
、
お
楽
し
み
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
令

和
六
年
三
月
十
日
ま
で
）
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八
月
（
葉
月
）

▼
6
日　
「
夏
休
み
ご
ん
ぎ
つ

ね
教
室
」。
15
人
参
加

九
月
（
長
月
）

▼
９
日　

瀬
戸
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
小

学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
▼
10

日　

第
34
回
新
美
南
吉
童
話
賞

作
品
募
集
締
切
。
応
募
総
数
１

８
４
１
点
▼
16
日　

成
岩
小
学

校
で
出
前
授
業
。
96
人
参
加

▼
20
日　
「
ご
ん
の
秋
ま
つ
り
」

始
ま
る
（
～
10
月
4
日
）
▼
22

日　
「
み
ん
な
の
南
吉
展
」
始

ま
る
。
於
ク
ラ
シ
テ
ィ
・
半
田

赤
レ
ン
ガ
建
物
（
～
10
月
2

日
）
▼
25
日　

半
田
商
工
会
議

所
青
年
部
が
「
Ｇ
Ｏ
Ｎ　

Ｆ
Ｅ

Ｓ
２
０
２
２
」
開
催
。
於
記
念

館
芝
生
広
場
▼
同
日　
「
ハ
ナ

ノ
ヒ
カ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

２
２
」
開
催
。
於
矢
勝
川
堤
▼

28
日　

板
山
小
学
校
で
出
前
授

業
。
31
人
参
加

十
月
（
神
無
月
）

▼
１
日　

南
吉
の
生
家
の
駐
車

場
を
移
転
▼
４
日　

乙
川
東
小

学
校
で
出
前
授
業
。
95
人
参
加

▼
同
日　
「
ご
ん
の
秋
ま
つ
り
」

終
了
。
期
間
中
来
場
者
数
１
２

１
０
０
０
人
▼
9
日　

岩
滑
小

学
校
北
壁
面
を
同
校
児
童
や
地

域
住
民
が
整
備
▼
13
日　

半
田

小
学
校
で
出
前
授
業
。
65
人
参

加
▼
同
日　

有
脇
小
学
校
で
出

前
授
業
。
29
人
参
加
▼
16
日

第
１
８
４
回
新
美
南
吉
読
書
会
。

12
人
参
加
▼
同
日　

第
34
回
新

美
南
吉
童
話
賞
第
一
次
審
査
会

▼
24
日　

南
吉
の
生
家
外
壁
改

修
工
事
始
ま
る（
～
１
月
３
日
）

▼
25
日　

学
芸
員
が
日
本
福
祉

大
学
で
講
義
▼
29
日　

記
念
館

敷
地
内
に
て
「
童
話
の
森
の
文

化
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
（
～
11

月
６
日
）

十
一
月
（
霜
月
）

▼
６
日　

特
別
展
「
南
吉
の
昭

和
17
年
～
私
は
死
ぬ　

け
れ
ど

私
の
仕
事
は
死
な
な
い
～
」
終

了
。
会
期
中
観
覧
者
数
２
２
５

８
７
人
▼
同
日　

第
34
回
新
美

南
吉
童
話
賞
最
終
審
査
会
▼
７

日　

新
美
南
吉
記
念
館
常
設
展

示
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴

う
臨
時
休
館
（
～
１
月
３
日
）

▼
27
日　

第
１
８
５
回
新
美
南

吉
読
書
会
。
12
人
参
加
▼
同
日   

岩
滑
小
学
校
北
壁
面
に
同
校
児

童
が
彼
岸
花
を
描
く

十
二
月
（
師
走
）

▼
３
・
４
日　
「
え
と
人
形
に

絵
付
け
を
し
よ
う
」。
48
人
参

加
。
於
半
田
市
立
博
物
館
▼
11

日　

岩
滑
小
学
校
北
壁
面
に
同

校
児
童
が
彼
岸
花
を
描
く

南吉のふるさと半田と彼が女学校教員として赴任した安城での連続企画。
南吉の人生を前・後半に分けて、彼が愛した音楽をたどります。

半田篇「幼少期～東京外国語学校学生時代」
　南吉ゆかりの曲をピアノ、ヴァイオリン、声楽、蓄音機で、レクチャーを交えながら楽しみます。

▪日時　３月 19 日（日）　14 時～ 16 時
▪場所　雁宿ホール 講堂
▪対象　小学生以上（未就学児入場不可）
▪定員　170 名（先着順）　　▪料金　無料
▪申込み　２月４日（土）9 時 30 分から電話で
　新美南吉記念館へ（☎ 0569-26-4888）
※ 1 件の申込みは 3 名まで

加
か

藤
とう

希
き お

央
（レクチャー・ピアノ）

矢
や

口
ぐち

十
と し こ

詩子
（ヴァイオリン）

高
たか

居
い

洋
よう

子
こ

（ソプラノ）

※安城篇「帰郷～安城高等女学校
教員時代」は 4 月 30 日（日）開
催です。詳しくは QR コードへ。

出　演

日
誌
抄
‥
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　半田市教育委員会が開催している新美南吉読書感想画コンクール（事務局：半田市立図書館）には、今
年度もたくさんの応募がありました。このコンクールは市内の小中学生が、南吉作品を読んだ感想を絵に
するというものです。審査に小学校の教諭をはじめ、南吉記念館館長も加わっています。
　今年は 1,249 点の応募作品の中から 35 点が選ばれました。そのうち、半田市長賞、半田市教育委員会賞、
新美南吉記念館賞、半田市立図書館賞、優秀賞（5 点）を受賞した 9 点の作品をご紹介します。

●半田市長賞
「最後の鐘つき」

植
うえむら

村心
ここ

音
ね

（半田中学校 1 年）

●半田市教育委員会賞
「がんばれカニさん」

曽
そ だ

田彩
あや

雲
も

（乙川東小学校 2 年）

●新美南吉記念館賞
「ごんぎつねと兵十の悲しみ」

青
あお

木
き

心
しんぺい

平（花園小学校 4 年）

●半田市立図書館賞
「えがおの木」

都
つ

築
づき

里
り さ

彩（雁宿小学校 3 年）

●優秀賞
「とこやのみんな」

佐
さ

藤
とう

明
あか

莉
り

（成岩小学校 1 年）

●優秀賞
「ぼくの話をきいてよ」

杉
すぎうら

浦 旬
しゅん

（花園小学校 5 年）

●優秀賞
「よみがえる思い出の記憶」
長
ながしま

嶋優
ゆう

和
わ

（亀崎小学校 6 年）

●優秀賞
「どちらもきれい」

水
みず

野
の

凜
りん

（乙川中学校 2 年）

●優秀賞
「友の影」

中
なか

野
の

伶
れい

（亀崎中学校 3 年）


